
 

プロ野球の成績と年俸の推移を適切に評価する 
熊本県立宇土高等学校 

 

要旨 

 年俸が上がる選手たちは、1 つの要因で上がっているのではなく、毎年活躍する、すべての項目において高い水準で成績を残してい    

ることがわかった。 

1. 目的 

 プロ野球各 12 球団の年俸の格差が大きく各球団の年俸の評価 

基準が違うと思い、年俸の新たな評価基準を考え作ること。 

それを用い成績に見合った年俸を出し年俸格差をなくすこ  

と。  

 

 

 

2. 方法 

 打者の打率 3 割、ホームラン 25 本、打点 80 打点、出塁率 3

割 5 分 

 先発投手の 10 勝、防御率 2.50、奪三振 150 個 

 中継ぎ投手のHP 30、S30、登板数 50試合、防御率 3.00を目

安 に成績をそれぞれを新たな評価基準とする。 

 新たな評価基準とプロの昨年の推定年俸を比べ新たな評価基 

準がどれだけ差があるのか出し、球団の年俸格差をなくす。 

    

  

  

  

3．結果 

 

 

 
  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 
 年俸が上がる選手たちは、1 つの要因で上がっているのでは

な く、毎年活躍する、すべての項目において高い水準で成績

を 残していることがわかった。 

  

  

  

  

 4.考察 

 成績と年俸を見ていて、年俸が上がっている高い人は、同  

じ球団の人が多いことがわった。年俸は、各球団の親会社に 

よって出せる額が変わってくるのだと思う。そのため、基準 

を同じにしても出せる金額には、差があるのではないかと  

思った。しかし、評価基準を同じにすることでその差は縮  

まっていくのではないかと思う。  

  

  

  

  

  

5.今後の展望 

 今回は、成績と年俸を照らし合わせて評価基準となる項目を 

考えたが、今後はこれまでの評価基準から新たな評価基準を 

考え出して、各球団が同じ評価基準で年俸を出せるようにす 

る。 
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